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までの5日間， 国連大学 (UnitedNations Uni-
versity) との共同主催で「内発文化の知的創造



















































































































































































































































































































































































内シンポジウム， 1回のワークショ ップ等は， 広
く，強く支持され，学問的にも高い評価を得てい
る。若手研究者の育成のための研修会なども計画
中である。
研究面では放射線の遺伝的障害および老化促進
の機構が主なテーマである。特に高率にがんを発
生する追伝疾患の研究で‘は世界の一中心となりつ
つあり，放射線損傷を修復できないことがその原
因であることが解明されつつある。写真はその研
究法の一つである姉妹染色分体交換とし、う現象を
示したものである。
放生研センターは現在医学部の一部を借りて活
動中であるが，近い将来独自の建物をもち，共同
利用設備を充実することによって，全国共同利用
と共に学内の方々にも広く利用していただけるよ
うにしたいと考えている。この実現のために関係
者各位の御支援を切にお願いする次第である。
（放射線生物研究センター）
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